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き
な
地
震
が

あ
っ
た
こ
と
を

実
感
し
ま
し

た
。
被
災
地
障

害
者
セ
ン
タ
ー

で
聞
い
た
話
に

よ
る
と
、
障
害

者
の
方
々
が
入

居
す
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
仕
様
の

仮
設
住
宅
が
不

足
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
報
道

さ
れ
な
い
部
分
で
、
ま
だ
ま
だ
支
援
の
手
が
及
ば

な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
大
変
良
い
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

船
越　

熊
本
市
内
に
は
、
一
部
に
倒
壊
、
あ
る
い

は
半
壊
し
た
家
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
復
興
に
向
け
て
地
元
の
人
た
ち
は
明
る
く

元
気
に
頑
張
っ
て
お
り
、
私
は
逆
に
励
ま
さ
れ
た

感
じ
で
す
。

今
回
の
日
程
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

訪
問
先
や
体
験
は
な
ん
で
す
か
？

草
野　

障
害
を
持
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
い
る
ご

家
庭
の
引
っ
越
し
を
、
お
手
伝
い
し
た
こ
と
で
す
。

私
な
り
に
講
義
の
経
験
を
生
か
せ
た
と
思
い
ま
す
。

齊
藤　

私
は
熊
本
学
園
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
ハ
ロ
ウ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
準
備
を
お
手

伝
い
し
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い

ひ
と
時
で
し
た
。

船
越　

私
は
熊
本
学
園
大
学
の
先
生
の
講
義
に
出

席
し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
「
減
災
」
と
い

う
研
究
分
野
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ

は
地
震
の
発
生
を
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
捉

え
、
実
際
に
起
き
た
時
の
対
処
法
を
研
究
す
る
も

人
の
助
け
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
参

加
を
希
望
し
ま
し
た
。

船
越　

東
日
本
大
震
災
の
時
は
中
学
生
で
、
遠
い

場
所
で
の
出
来
事
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
が
、
自

分
も
な
に
か
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
希
望
を
抱
い

て
い
ま
し
た
。
札
大
が
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
入
学
式
で
知
り
、
さ
っ
そ
く
登
録
し
た
と

い
う
の
が
参
加
の
経
緯
で
す
。

実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
、

感
じ
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

草
野　

誰
も
が
地

震
は
恐
く
て
不
安

な
も
の
で
す
が
、

障
害
の
あ
る
方
々

は
、
そ
の
思
い
を

一
層
強
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
し

た
方
た
ち
を
ど
の

よ
う
に
ケ
ア
し
て

い
く
か
、
真
剣
に

考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

齊
藤　

熊
本
城
の

被
害
を
見
た
時
、

改
め
て
こ
こ
で
大

東
日
本
大
震
災
以
来
、
札
大
で
は
い
ち
早
く
「
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
組
織
し
、
現
在
は
熊
本
に
対

し
て
も
、
募
金
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
な
ど
、
精
力
的
な
被
災
地
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
昨
年
10
月
、支
援
活
動
を
希
望
す
る
学
生
の
な
か
か
ら
3
名
を
選
出
、現
地
に
赴
き
ま
し
た
。

3
泊
4
日
の
日
程
で
、
被
災
現
場
の
ほ
か
、
熊
本
学
園
大
学
や
障
害
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
訪
問
。
支
援

活
動
の
ほ
か
に
、
減
災
と
い
う
考
え
方
を
学
ぶ
な
ど
、
3
泊
4
日
で
多
く
の
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
学
び
得
た
知
識
と
経
験
は
、
報
告
会
に
お
い
て
披
露
し
、
全
学
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
も
と
に
、
震
災
の
風
化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
北
海
道
の
備
え
も
一

層
強
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
今
回
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
参
加
し
た
学
生
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

　後援会会員の皆様に支えられて、本後援会だよりは不定期に発刊する時期もありましたが、
年 2 回の刊行により50 号を迎えることができました。これもひとえに皆様のお力添えのお

かげと、深く感謝しております。
　新年を迎えた1月、札幌は続く厳しい寒気の影響もありインフルエンザが猛威をふるうなか、授業や課外
活動を終えた学生が夏よりも夜道を明るく照らす雪道のキャンパスを足早に歩く姿がありました。その光景も、
2 月には一変し学生が春休みに入った後は静まりかえっていました。そんななか、本紙発刊の広報委員長を
務める北崎副会長の突然の訃報を受けました。誰よりも熱い想いで本学生の活躍に注目し当会の運営に臨ん
でおられましたので、お亡くなりになられ、誠に悔やまれてなりません。心からご冥福をお祈りいたします。
　本号では、被災地熊本で減災を学びながら震災ボランティアを行ったリポート（1面）、3 月に入り本格始
動した 3 年次生の就職活動、強い志しをもって志望する大手企業に内定の 4 年生（2 面）、異文化体験を満
喫した海外留学リポート、プロのアスリートから本学サッカー部監督兼 GM に就任した卒業生（3 面）、当会
が支援する留学生奨学金対象の中国留学生（4 面）を紹介しています。どの方も相応に自身の本質を自覚さ
れ生き方に満足していること、また充実している様子が伝われば幸いです。
　本年度を顧みますと、札幌大学が創立 50 周年を迎えました。後援会としては、経年的に行う奨学金への
援助を始めとする支援事業の他に、創立 50 周年の支援として大学の施設設備充実費補助、大学祭運営補助
等を行うことで、今後その成果が様々な場面で表れてくるものと本学生の一人ひとりに大きな期待を寄せて
います。

訃 報  北崎義弘氏がご逝去されました。
後援会副会長・広報委員会委員長の北崎義弘氏（74 歳）が平成 30 年 2 月 18 日に
亡くなりました。12 年間に亘り当会の運営にご尽力いただきました。心よりご冥福を
お祈り申しあげます。

異文化コミュニケーション専攻2年

草野　華 さん

法学専攻1年

船越　緋煕 さん

の
で
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

草
野　

今
回
の
経
験
を
通
し
、
私
は
な
に
も
わ
か
ら

な
い
ま
ま
現
地
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
ま

し
た
。
も
し
、
ま
た
遠
征
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
ら
、
事
前
に
現
地
の
こ
と
や
震
災
に
つい
て
勉
強
し
、

予
備
知
識
を
持
っ
て
支
援
に
当
た
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

齊
藤　

北
海
道
で
も
、
い
つ
地
震
が
起
き
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
住
む
地
域
で
も
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
教
訓
に
、
避
難
所
の
運
営
方
法
や

ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

船
越　

先
ず
は
今
回
、
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
大
学
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
の
経
験
で
、
私
も
体

を
動
か
し
て
行
う
支
援
活
動
と
同
様
に
、
学
習
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
知
り
ま
し
た
。
理
論
と
実
践
、
そ

の
両
輪
で
本
当
に
役
に
立
て
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
れ

る
の
だ
と
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

C　O　N　T　E　N　T　S

札幌大学創立50周年記念式典・祝賀会
熊本地震災害ボランティア………………1面

札幌大学会社説明会
就活学生インタビュー
就職内定者リポート………………………2面

留学リポート
卒業生の声…………………………………3面

留学生紹介
平成29年度課外活動への補助一覧
キャンパスカレンダー
平成30年度保護者懇談会
編集後記……………………………………4面

編集後記

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た

動
機
は
な
ん
で
す
か
？

草
野　

講
義
の
な
か
で
障
害
を
持
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

経
験
が
被
災
地
支
援
に
生
か
せ
る
の
で
は
と
思
い
、

今
回
参
加
を
希
望
し
ま
し
た
。

齊
藤　

私
は
、
東
日
本
大
震
災
を
当
時
住
ん
で
い

た
茨
城
県
で
経
験
し
ま
し
た
。水
道
や
電
気
と
い
っ

た
イ
ン
フ
ラ
も
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
た
め
、
炊
き

出
し
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
姿
に
感
銘
を
受
け
、
私
も

　

11
月
11
日
（
土
）、
ロ
イ

ト
ン
札
幌
に
て
、「
札
幌
大

学
創
立
50
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
」
を
挙
行
い
た
し

ま
し
た
。
当
会
か
ら
は
、

猪
狩
哲
夫
会
長
、
日
浦
和

長
副
会
長
、
北
崎
義
弘
副

会
長
、
太
細
博
文
副
会
長
、

寒
河
江
正
人
委
員
、
上
野
洋
子
委
員
、
谷
口
紀
代

美
委
員
が
式
典
、
そ
の
後
の
祝
賀
会
に
出
席
し
ま

し
た
。

　

式
に
は
、
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
・
多
田
典

史
専
門
官
、
高
橋
は
る
み
北
海
道
知
事
、
町
田
隆

敏
札
幌
市
副
市
長
、
日
本
私
立
大
学
協
会
・
森
本

正
夫
副
会
長
、
な
ど
、
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
の

出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
元
札
幌
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
を
含

む
弦
楽
四
重
奏
団
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏「
シ

ベ
リ
ウ
ス
：
ア
ン
ダ
ン
テ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
」

が
披
露
さ
れ
開
式
に
相
応
し
く
華
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
学
の
草
創
期
の
映
像
放
映
、
荒

川
裕
生
理
事
長
の
式
辞
に
続
き
、
ご
来
賓
の
皆
様

か
ら
の
祝
辞
、「
1
0
0
年
大
学
」
を
目
指
す
本

学
の
近
年
の
映
像
放
映
、
最
後
に
本
学
卒
業
生
の

川
上
さ
や
か
さ
ん
に
よ
る
ム
ッ
ク
リ
演
奏
が
披
露

さ
れ
、
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
祝
賀
会
に
は
、
来
賓
の
方
々
、
卒
業

生
、
教
職
員
等
、
約
7
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

鈴
木
淳
一
学
長
の
挨
拶
に
続
き
、
校
友
会
・
大
久

保
和
幸
会
長
、
北
海
道
議
会
・
大
谷
亨
議
長
か
ら

ご
挨
拶
が
あ
り
、
当
会
の
猪
狩
哲
夫
会
長
の
ご
発

声
に
よ
り
祝
杯
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
や

在
学
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
も
行
わ
れ
、
盛
会

裡
の
う
ち
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

平成29年度　課外活動への補助一覧
平成30年2月現在

交付団体名 大　会　名 補助対象期間 支出金額

空手道部 第 61 回全日本学生空手道選手権大会 7/1 〜 7/2 12,000

第 61 回全日本大学空手道選手権大会 11/18 〜 11/19 18,000

弓道部 第 65 回全日本学生弓道選手権大会
第 48 回全日本学生弓道遠的選手権大会

8/11 〜 8/16 180,000

剣道部 第 65 回全日本学生剣道優勝大会 10/27 〜 10/30 120,000

硬式庭球部 全日本学生テニス選手権大会（男子 85 回 / 女子 61 回） 8/5 〜 8/9 75,000

平成 29 年度全日本学生室内テニス選手権大会 11/25 〜 11/28 12,000

サッカー部 第 41 回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント 8/31 〜 9/2 225,000

第 53 回全国社会人サッカー選手権大会 10/12 〜 10/15 216,000

第 1 回全日本大学サッカー新人戦 12/18 〜 12/22 60,000

女子サッカー部 第 26 回全日本大学女子サッカー選手権大会 12/23 〜 12/25 240,000

女子バスケットボール部 第 69 回全日本大学バスケットボール選手権大会 11/27 〜 11/30 180,000

柔道部 平成 29 年度全日本学生柔道優勝大会 6/23 〜 6/25 117,000

平成 29 年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 9/8 〜 9/10 27,000

平成 29 年度全日本学生柔道体重別選手権大会 9/29 〜 10/1 99,000

第 72 回国民体育大会（柔道競技） 10/6 〜 10/9 12,000

平成 29 年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会 10/27 〜 10/29 135,000

準硬式野球部 第 69 回全日本大学準硬式野球選手権大会 8/20 〜 8/23 249,000

第 35 回全日本大学 9 ブロック対抗準硬式野球大会 11/23 〜 11/27 60,000

スケート部 第 18 回大学アイスホッケー交流苫小牧大会 9/6 〜 9/10 195,000

第 11 回東日本学生フィギュアスケート選手権大会 10/20 〜 10/23 18,000

第 90 回日本学生氷上競技選手権大会（ホッケー部門） 12/23 〜 12/27 210,000

第90回日本学生氷上競技選手権大会（フィギュア部門） 1/4 〜 1/7 12,000

卓球部 第 87 回全日本大学総合卓球選手権大会・団体の部 7/6 〜 7/9 228,000

第 84 回全日本大学総合卓球選手権大会・個人の部 10/26 〜 10/28 81,000

第 14 回全日本学生選抜卓球選手権大会 11/23 〜 11/25 18,000

男子バレーボール部 第 36 回東日本バレーボール大学選手権大会 6/21 〜 6/23 162,000

第 70 回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手
権大会

11/27 〜 11/29 189,000

女子羽球部 第 68 回全日本学生バドミントン選手権大会 10/20 〜 10/24 120,000

ハンドボール部 平成 29 年度東日本学生ハンドボール選手権大会 8/9 〜 8/12 228,000

ラグビー部 第 68 回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会 1/1 〜 1/7 525,000

陸上競技部 第 39 回北日本学生陸上競技対校選手権大会 6/29 〜 7/4 414,000

第 86 回日本学生陸上競技対校選手権大会 9/6 〜 9/11 90,000

X−SPORTS 部 UCI ASIA MTB SERIES マレーシア　クチン 11/1 〜 11/5 15,000

Mitsumata Ups’n’Downs Opening Kagura Cross Challenge 1/4 〜 1/8 15,000

Kinseiryuho TAKAHIRO Memorial CAP in Takaifuji 1/25 〜 1/28 12,000

チアリーディング部 第 29 回全日本学生チアリーディング選手権大会 12/22 〜 12/24 54,000

震災ボランティア 平成 29 年度震災ボランティア 10/26 〜 10/29 36,000

小　計 4,659,000

交付団体名 文化系サークル補助金 補助対象期間 支出金額

文芸部 部誌、企画冊子発行 50,000

アビーロード音楽研究部 合同ライブ 50,000

アニメーション部 アニメーション作成 50,000

ジャズ研究会 研究会合宿 50,000

軽音楽部 大学祭・文化祭ライブに向けて機材購入 50,000

写真部 卒業記念写真展 50,000

映画研究会 シネマ・デ・ポリス参加 50,000

アマチュア無線部 アマチュア無線家との交流 50,000

小　計 400,000

補助金支出合計 5,059,000

キ ャ ン パ ス カ レ ン ダ ー

1 日（日） 入学式

2 日（月） 春学期ガイダンス・
オリエンテーション（〜 4/5）

6 日（金） 春学期授業（〜 8/6）

6 日（日） 開学記念日

12 日（土） オープンキャンパス

22 日（金） 大学祭（〜 6/25）

24 日（日） オープンキャンパス
（大学祭同時開催）

24 日（火） 春学期補講日（〜 7/25）

5 日（日） オープンキャンパス

7 日（火） 夏期休業（〜 9/18）

1 日（土） 春学期卒業発表

10 日（月） 秋学期集中講義（〜 9/15）

19 日（水） 秋学期ガイダンス・
オリエンテーション（〜 9/20）

21 日（金） 秋学期授業（〜 2/4）

22 日（土） 春学期卒業証書・学位記授与式

29 日（土） オープンキャンパス

5 日（金） スペシャルデイズ（〜 10/7）

20 日（土） 課外活動・アクションプログラム
特別推薦入学試験 10 月日程

24 日（土） 推薦・特別入学試験（〜 11/25）
自己推薦特別入学試験 A 日程
課外活動推薦特別入学試験 A 日程

（〜 11/25）

15 日（土） 自己推薦特別入学試験 B 日程
課外活動推薦特別入学試験 B 日程

23 日（日） 冬期休業（〜 1/4）

19 日（土） 大学入試センター試験（〜 1/20）

22 日（火） 秋学期補講日（〜 1/24）

5 日（火） 一般入学試験（A 日程）

1 日（金） 秋学期卒業発表

6 日（水） 一般入学試験（B 日程）

9 日（土） 自己推薦特別入学試験 C 日程
課外活動推薦特別入学試験 C 日程

21 日（木） 秋学期卒業証書・学位記授与式

23 日（土） オープンキャンパス

27 日（水） 自己推薦特別入学試験 D 日程
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平成30年度　札幌大学保護者懇談会

開催地 実施会場 開催月日

札　幌 札幌大学 6／ 2（土）

北　見 ホテルロイヤル北見 9／ 1（土）

旭　川 アートホテル旭川 9／ 2（日）

釧　路 ホテルクラウンヒルズ釧路 9／ 8（土）

帯　広 ホテルグランテラス帯広 9／ 9（日）

札　幌 札幌大学 9／15（土）

青　森 ホテル JAL シティ青森 9／23（日）

函　館 フォーポイントバイシェラトン函館 9／24（月・祝）

苫小牧 グランドホテルニュー王子 9／30（日）

　保護者懇談会は、学生の就職状況、修学状況、学生生活等についてご説明することにより、

大学へのご理解を深めていただくことを目的に、札幌会場をはじめ、道内７会場及び青森に

おいて開催いたします。

　改めて開催案内をお送りいたしますので、大学における様々な施策・活動へのご理解をい

ただくため、是非ともご出席くださいますようよろしくお願いいたします。

震
災
ボ
ラ
ン
ティ
ア

と
し
て
熊
本
を
訪
問
！！

札幌大学創立50周年
記念式典・祝賀会へ出席

代
表
3
名
が
被
災
地
で
学
ん
だ

「
減
災
」
や
、
体
験
し
た
支
援

活
動
の
数
々
を
レ
ポ
ー
ト
！

ロシア語専攻1年

齊藤　澪音 さん

被害にあった民家の様子

崩壊した熊本城

減災について熊本学園大学高林先生の講義を受ける

木山仮設団地でハロウィンパーティの運営手伝い

札大の手厚いサポートに、来日1日目から、安心してぐっすり眠れました
入
国
手
続
き
か
ら
生
活
全
般
の
面
倒
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
頃
か
ら
日
本
語
の
勉
強
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
大
慶
師
範
学
院
へ
進
学
し
た
の
を

機
に
、
本
格
的
に
日
本
語
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
日
本
語
を
学
ぶ
う
ち
に
、
ア
ニ
メ
や
漫

画
な
ど
日
本
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
に
目
ざ
め
、

日
本
へ
の
興
味
や
関
心
が一層
高
ま
り
ま
し
た
。

大
学
に
日
本
人
の
先
生
が
い
ら
し
て
、
札
幌
大

学
への
留
学
を
勧
め
ら
れ
た
の
が
来
日
の
き
っ
か

け
で
す
。
初
め
て
の
留
学
、
初
め
て
の
日
本
に
対

し
て
不
安
を
抱
い
て
い
ま
し
た
が
札
幌
大
学
の

職
員
の
方
が
、
千
歳
空
港
ま
で
迎
え
に
来
て
く

だ
さ
り
、
入
国
の
手
続
き
か
ら
住
居
の
手
配
、

資
金
面
の
こ
と
な
ど
、
生
活
全
般
の
面
倒
を
見

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
日
一日
目
は
眠
れ
な
い

も
の
と
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
が
、
至
れ
り
尽
く
せ

り
の
対
応
に
、
安
心
し
て
ぐ
っ
す
り
眠
れ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
な
ど
、
施
設
・
設
備
が
充
実

し
た
札
大
の
学
び
は
快
適
で
す
。

　

札
幌
大
学
で
の
学
び
は
快
適
で
、
大
変
充
実

し
て
い
ま
す
。
先
生
た
ち
は
優
し
く
、
授
業
内

容
も
座
学
ば
か
り
で
な
く
、
学
外
に
飛
び
出
し

て
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
な
ど
、
楽
し
み
な
が

ら
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
・
設
備

の
充
実
ぶ
り
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
特
に
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ

Ｃ
（
札
幌
大
学
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
セ

ン
タ
ー
）
は
、
困
っ
た
こ
と
や
悩
み
な
ど
な
ん
で

も
相
談
で
き
る
場
所
で
あ
り
、
心
か
ら
安
ら
げ

る
空
間
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
留
学
生
の
私
た
ち

に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
空
間
で
す
。
ゼ
ミ
に

参
加
し
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
し
た
り
と
、
日
本
で

の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
は
卒
論
の
作
成
に
打
ち
込
む
毎
日
で

す
。
こ
う
し
た
学
習
を
通
し
、
将
来
は
翻
訳
家

に
な
っ
て
、
日
本
と
中
国
の
架
け
橋
に
な
り
た
い

と
思
って
い
ま
す
。

　

札
幌
大
学
で
は
留
学
生
に
対
す
る
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
が
あ
る
の
で
、
中
国
の
後
輩
た
ち
に
自
信

を
持
って
勧
め
た
い
で
す
ね
。

留学生
紹　介

日本語・日本文化専攻4年
（中華人民共和国出身）

李　嘉晨（り　かしん）さん

卒業式

オープンキャンパス

オープンキャンパス

入学式

札幌大学後援会だより（1）第50号 2018年3月31日 札幌大学後援会だより 第50号（4）2018年3月31日



全
て
の
要
素
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が

噛
み
合
い
、
指
導
者
の
道
を
選
択

　

契
約
延
長
の
話
も
、
他
チ
ー
ム
か
ら
の

オ
フ
ァ
ー
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
現
役
選

手
と
し
て
競
技
を
続
け
る
と
い
う
選
択

肢
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
秋
に
母
校

札
大
か
ら
、「
監
督
兼
G
M
に
」
と
い
う

オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
、
指

導
者
の
道
を
選
び
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
を

心
か
ら
愛
し
、
プ
レ
ー
し
て
き
た
の
で
、

現
役
時
代
か
ら
「
引
退
し
て
も
サ
ッ
カ
ー

に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
い
う
希
望

は
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
今
回
の
オ

フ
ァ
ー
を
頂
戴
し
、
全
て
の
要
素
が
噛
み

合
い
、
開
学
50
周
年
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
直
感
的
に
受
諾

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
格
好
付
け
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
運
命
的
な
も
の

も
感
じ
て
い
ま
す
。
今
は
と
て
も
楽
し
み

と
い
う
か
、
新
し
い
目
標
に
向
け
て
、
意

欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
苫
小
牧
市
出
身
。
妻
も
実
家
が

北
海
道
で
す
の
で
、
久
々
に
故
郷
に
戻
れ

る
と
い
う
点
で
も
嬉
し
い
お
話
で
し
た
。

多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
在
学
時
に

開
け
た
、
プ
ロ
へ
の
道

　

本
格
的
に
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
の
は
中

学
生
か
ら
。
地
元
苫
小
牧
の
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
、
高
校
は
ス
ポ
ー
ツ
の
強
豪
校
と
し

て
有
名
な
青
森
山
田
に
進
学
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
ま
だ
プ
ロ
へ
の
道
筋
が
見
え
な

か
っ
た
の
で
、
大
学
で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け

る
傍
ら
、
教
職
の
免
許
も
取
得
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
両
方
を
目
指
せ

る
大
学
が
、
札
幌
大
学
だ
っ
た
と
い
う
わ

け
で
す
。
当
時
、
学
生
リ
ー
グ
1
本
で
し

た
が
、
札
大
サ
ッ
カ
ー
部
は
道
内
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
実
力
を
有
し
、
毎
年
全
国
出

場
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
在
学
時
の
思

い
出
は
、
高
校
時
代
と
違
い
、
成
人
し
て

お
酒
も
飲
め
る
と
い
う
自
由
の
な
か
で
、

「
学
業
と
両
立
し
な
が
ら
、
ク
ラ
ブ
活
動

に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
学

ん
だ
な
」
と
い
う
印
象
で
す
。

　

プ
ロ
の
道
が
開
け
た
の
も
在
学
時
で

す
。
3
年
生
の
時
に
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
選
考
会
で
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
60
名

の
な
か
か
ら
日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
選
抜
メ
ン
バ
ー
と
し
て
世
界
大
会
に

出
場
し
た
実
績
を
評
価
さ
れ
、
コ
ン
サ

ド
ー
レ
札
幌
の
強
化
指
定
選
手
に
も
選

ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
正
式
に
コ
ン
サ

へ
入
団
。
し
か
し
、
1
年
後
に
九
州
リ
ー

グ
へ
の
移
籍
が
決
ま
り
ま
し
た
。
熊
本
や

北
九
州
、長
崎
の
各
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
し
、

プ
ロ
と
し
て
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
琉
球
、
青
森
へ

と
移
籍
を
重
ね
、
延
べ
14
年
間
、
プ
ロ
の

第
一
線
で
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

し
っ
か
り
し
た
組
織
づ
く
り
と
、

戦
っ
て
勝
て
る
チ
ー
ム
づ
く
り
を
…

　

プ
ロ
と
し
て
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や
、
積
ん
で
き
た
実
績
は
過
去
の
も
の
。

い
ま
見
据
え
て
い
る
の
は
、
未
来
だ
け
で

す
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
実
績
を
残
せ
た

の
か
と
い
う
、
メ
ン
タ
ル
や
努
力
し
て
き

た
過
程
の
部
分
は
、
学
生
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ
競
技
で
あ
っ

て
も
、
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
は
全
く
別
も

の
で
、
比
べ
る
も
の
で
も
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
大
学
の
課
外
活

動
で
す
か
ら
、
主
体
と
な
る
学
生
に
、
い

か
に
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
の
か
、
と
い

う
の
が
私
の
役
割
。
札
大
が
現
在
目
指

し
て
い
る
の
も
、『
学
生
が
学
生
に
よ
る

学
生
の
た
め
の
課
外
活
動
』
で
す
か
ら
、

恒例の卒業生インタビュー。今回は、今年1月までサッカー選手として活躍してきた
河端和哉さんをご紹介します。在学時にプロへの扉が開き、このたび現役生活に区切りをつけ、
本学の監督兼GMに就任。その決断の背景と、今後への意気込みを伺いました。

自
立
し
た
一
人
の
人
間
を
育
て
上
げ
る
こ

と
が
最
大
の
目
標
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に

必
要
な
の
が
、
学
生
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
組
織
づ
く
り
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
現
場
は
現
場
で
、
戦
っ
て
勝
て
る

チ
ー
ム
づ
く
り
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
や
は
り
勝
負
事
で
す
か
ら
、

試
合
に
勝
た
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と

思
い
ま
す
。
頑
張
っ
た
か
ら
、
そ
れ
で
良

い
と
は
な
ら
な
い
。
勝
つ
た
め
に
組
織
と

現
場
が
一
体
と
な
っ
て
、
選
手
の
育
成
や

チ
ー
ム
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
プ
ロ
と
な
る
と
、現
場
は
現
場
で
、

会
社
は
会
社
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
せ
ば
い
い
わ
け
で
す
が
、
学
生
ス

ポ
ー
ツ
で
は
、
大
学
と
現
場
が
一
体
で
な

け
れ
ば
、
一
人
の
人
間
を
育
て
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
目
標
に
向

け
て
、
私
は
先
ず
、
学
生
一
人
ひ
と
り
と

面
談
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
、
チ
ー
ム
の
目
標
を
、
短
期
、
中
期
、

長
期
と
段
階
を
分
け
て
決
め
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
札
大

サ
ッ
カ
ー
部
の
新
た
な
時
代
を
築
い
て
参

り
た
い
所
存
で
す
の
で
、
現
役
時
代
同

様
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

プ
ロ
の
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
札
大
サ
ッ
カ
ー
部
へ
！

監
督
兼
G
M
就
任
し
た
河
端
和
哉
さ
ん
に
聞
く
、

新
た
な
挑
戦
！！

河端　和哉 さん
（経済学部平成15年度卒業）

留
学
リ
ポ
ー
ト

ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
立
大
学

カ
ー
ニ
ィ
校
へ
留
学

　

カ
ー
ニ
ィ
校
に
は
多
国
か
ら
の
留
学

生
が
い
ま
し
た
。
ア
ジ
ア（
日
本
、韓
国
、

中
国
）
は
も
ち
ろ
ん
、中
東
（
オ
マ
ー
ン
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
）
さ
ら
に
は
ア
フ
リ

カ
（
ジ
ン
バ
ブ
エ
、
ト
ゴ
）
な
ど
予
想

し
て
い
た
以
上
に
多
く
い
ま
し
た
。
中

で
も
韓
国
人
留
学
生
の
割
合
が
高
く
、

そ
の
大
半
が
半
年
間
の
留
学
で
あ
る
た

め
新
し
い
人
が
来
て
は
そ
れ
ま
で
い
た

人
が
帰
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。
私
が

半
年
間
い
た
語
学
学
校
で
も
15
人
中
5

人
が
韓
国
人
で
あ
る
ほ
ど
で
し
た
。
韓

国
人
に
続
い
て
多
か
っ
た
の
は
日
本
人

で
す
。
留
学
前
に
日
本
人
が
多
い
と
聞

い
た
時
、
勝
手
に
交
換
留
学
生
が
多
い

と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
実
際
は

大
半
が
カ
ー
ニ
ィ
校
で
学
士
、
修
士
を

取
得
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
知
り
、

驚
き
ま
し
た
。
話
に
よ
る
と
日
本
人
学

生
の
大
半
は
将
来
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な

る
た
め
に
カ
ー
ニ
ィ
校
に
い
る
ら
し
く
、

航
空
学
科
の
授
業
で
は
40
人
い
れ
ば
30

人
弱
が
日
本
人
で
あ
る
そ
う
で
す
。

　

カ
ー
ニ
ィ
校
ま
た
、
カ
ー
ニ
ィ
全
体

に
関
し
て
、
カ
ー
ニ
ィ
校
は
と
て
も
過

ご
し
や
す
い
環
境
で
し
た
。
大
学
が
1

つ
の
町
の
よ
う
で
あ
り
、
大
学
構
内
に

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
が
2
つ
、
大
学
生
協
に

相
当
す
る
建
物
の
中
に
は
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
、
Ｓ
ｕ
ｂ
ｗ
a
ｙ
他
、
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
店
ま
で
も
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
大
学
構
内
に
あ
る
ジ
ム
は
Ｊ
ｏ
ｙ 

ｆ
ｉ
ｔ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
ほ
ど
設

備
が
充
実
し
て
い
る
上
に
広
く
、
ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
で
き
る
場
所
ま
で

あ
り
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
利
用

料
が
57
ド
ル
／
学
期
と
破
格
で
あ
り
、

ほ
ぼ
毎
日
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

カ
ー
ニ
ィ
は
車
を
持
た
な
い
学
生
に

と
っ
て
過
ご
し
づ
ら
い
土
地
で
し
た
。

大
学
構
内
で
は
日
用
品
を
買
え
な
い
た

め
、
ス
ー
パ
ー
に
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
す
が
、
そ
こ
ま
で
徒
歩
で
40
分
か
か

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
買
い
物
に
行
く

場
合
は
車
を
持
つ
友
人
に
頼
む
か
、
と

あ
る
団
体
が
毎
週
金
曜
日
に
運
用
し
て

い
る
バ
ン
に
乗
る
以
外
に
買
い
物
に
行

け
る
機
会
は
ほ
ぼ
な
く
特
に
交
換
留
学

生
に
と
っ
て
は
不
便
で
す
。
ま
た
、
地

下
鉄
、
Ｊ
Ｒ
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
は
無
く
、（
映
画
で
よ
く
見
か
け
る

黄
色
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
あ
り
ま
し
た
）

現
地
の
学
生
、
学
士
、
修
士
取
得
目
的

の
留
学
生
は
車
を
所
有
し
て
お
り
、
車

が
無
い
人
を
探
す
ほ
う
が
大
変
で
し
た
。

そ
れ
ほ
ど
現
地
で
車
は
生
活
必
需
品
で

あ
り
、
典
型
的
な
車
社
会
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
私
は
現
地
で
ロ
ー
ド

バ
イ
ク
を
購
入
し
、車
の
代
わ
り
に
使
っ

て
い
ま
し
た
。

　

交
換
留
学
を
通
し
て
、
米
国
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

渡
米
前
、
治
安
が
悪
そ
う
、
薬
中
、
銃

社
会
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま

し
た
が
、
州
、
都
市
に
よ
っ
て
別
の
国

の
よ
う
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
町
に
よ
っ
て
銃
の
携
帯
が
規

制
さ
れ
て
い
る
、州
に
よ
っ
て
マ
リ
フ
ァ

ナ
等
の
薬
物
が
合
法
で
あ
る
な
ど
で
す
。

ち
な
み
に
カ
ー
ニ
ィ
は
銃
の
携
帯
規
制
、

薬
物
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
上
、
少
し
町

か
ら
離
れ
た
所
を
歩
い
て
い
る
と
近
く

に
車
を
止
め
て
、「
ど
こ
ま
で
行
く
の
、

送
る
か
い
？
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る

人
々
が
い
る
ほ
ど
良
い
町
で
す
。
ま
た
、

時
間
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
知
り
ま

し
た
。
個
人
差
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

米
国
で
個
人
の
付
き
合
い
で
は
時
間
に

対
し
て
そ
こ
ま
で
厳
し
く
な
い
よ
う
で

す
。現
地
の
学
生
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

そ
の
他
の
友
人
と
出
か
け
る
時
、
集
合

時
間
30
分
を
過
ぎ
て
も
現
れ
ず
、
連
絡

し
て
も
返
信
な
し
、
1
時
間
後
に
「
あ

と
30
分
で
到
着
す
る
」
と
返
信
が
あ
っ

た
こ
と
や
催
し
物
の
準
備
で
相
方
が
時

間
を
指
定
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
つ

も
相
方
が
20
、
30
分
遅
れ
る
、
集
合
10

分
前
に
時
間
を
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
日
本
で
も
留
学
生
と
関
わ

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
極
端
に
遅

れ
る
、
急
な
時
間
指
定
を
し
て
く
る
人

は
い
な
か
っ
た
た
め
慣
れ
る
の
に
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
、
こ

の
時
間
の
習
慣
は
受
け
入
れ
難
い
と
こ

ろ
で
す
が
、「
郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
え
」

が
処
世
の
術
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ

ら
れ
た
留
学
で
あ
り
、
こ
の
後
の
社
会

人
生
活
に
お
い
て
も
臨
機
応
変
に
対
応

で
き
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

Fort Kearney射撃場で射撃体験

経
営
学
専
攻
4
年

富
木
　
雄
斗 

さ
んホストファミリーと州立公園での休日

今
年
の
就
職
戦
線
も
い
よ
い
よ
本
格
化
し
始
め
ま
し
た
。
本
年
度
も
札
幌
大
学
で

は
校
内
で
会
社
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
1
3
0
社
あ
ま
り
の
企
業
の
参

加
が
あ
り
、
多
く
の
学
生
が
熱
心
に
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

●
開
催
日
／
2
0
1
8
年
3
月
1
日
〜
2
日
、
7
日
〜
9
日　

計
5
日
間

●
場
所
／
札
幌
大
学
2
号
館

就
職
活
動
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

札
幌
大
学「
会
社
説
明
会
」開
催

就活期間の長期化も粘り強い活動を
学生支援オフィス　就職担当

　昨年度は90％を超える内定率で学生たちの就職活動が終わ
りました。3年次から始まった就職講座で「自己分析のしかた」

「企業研究のしかた」、実践講座の「集団模擬面接」「グループ
ディスカッション」などで準備を進め、個人面接の練習、履
歴書の添削と次第に就活モードに入っていきました。「今年も
学生側の超売手市場」という就職情報会社の宣伝が災いし、
学生たちの動きは非常に細く、早めに内定を得て就活を終え
た学生もおりましたが、昨年同様に就活期間の長期化が見ら
れました。それでも内定率は昨年同時期と比較し、毎月数ポ
イント高く推移してきました。12月頃からは内定の報告件数
も減り、1月・2月は未内定学生たちの動きが見えず、心配に
なったほどです。3月になっても求人はきています。学生が
諦めない限り、私ども就職スタッフも諦めず、3月末ギリギ
リまで支援していきます。内定のないまま卒業してしまう学
生を対象に、札幌市が行う「フレッシュスタート塾」が5月
から始まります。3月中旬に学内説明会を開催しましたが、1
カ月の座学に続き、3〜4カ月の職場実習を経て正社員として
入社してもらうプログラムで、昨年も本学のOB・OGが正社
員として入社しています。卒業後もキャリアサポートセン
ターは利用できますし、既卒者可の求人票や様々な情報も届
きますので、いつでも気軽に母校に相談に来てくれることを
切に願っております。

内

定

者

リ

ポ

ー

ト

在
学
時
に
こ
れ
を
や
り
遂
げ
た
と
、
胸
を
張
れ
る
活
動
が
、
内
定
獲
得
の
ポ
イ
ン
ト
！

　

4
年
次
の
6
月
に
第
一
志
望
で
あ
っ
た
北
洋
銀
行
か
ら
内
定
を
頂

ま
し
た
。
そ
の
私
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
、
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

大
学
の
4
年
間
は
勉
強
を
し
て
知
識
を
つ
け
、
多
く
の
人
と
関
わ

る
こ
と
で
自
分
の
見
解
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
時
間
で
す
。

た
だ
バ
イ
ト
に
時
間
を
割
く
だ
け
で
は
、も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
生
活
の
中
で
私
が
大
事
に
し
て
い
た
こ
と
は
、
目
標
を
立
て
る

こ
と
で
す
。
入
学
当
初
か
ら
金
融
機
関
で
働
く
こ
と
を
志
望
し
て
い

た
の
で
第
一
に
学
業
を
頑
張
る
、
第
二
に
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
入
り
仲
間
と
楽
し
む
と
決
め
ま
し
た
。
私
は
こ
の
2
つ
を
軸
に
お
き
、

学
生
生
活
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
を
始
め
る
際
、
多
く
の
人
は
自
分
が
大
学
で
何
を
し
て
き
た
か
を
振
り
返
り
ま
す
。
そ
の
時
に
「
胸
を
張
っ
て
こ
ん
な
こ

と
を
頑
張
っ
た
」
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
こ
と
が
就
職
活
動
で
の
強
み
に
な
り
ま
す
。
何
も
な
い
と
気
持
ち
も
内
気
に
な
り
、
力
が
入
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
れ
だ
と
企
業
も
必
要
と
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
に
学
業
で
は
、
金
融
機
関
で
働
く
に
は
ど
ん
な
資
格
が
必
要
な
の
か
を
調
べ
、
大
学
で
開
講
さ
れ
て
い
る
講
座
を
受
け
、
専

門
学
校
に
も
通
っ
て
い
ま
し
た
。
空
き
時
間
を
う
ま
く
使
い
な
が
ら
日
商
簿
記
2
級
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
2
級
の
資

格
を
取
り
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
で
は
、
仲
間
で
一
つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
る
楽
し
さ
を
知
り
、
部
長
を
務
め
て
か
ら
は
人
を
ま
と
め
、

動
か
す
難
し
さ
を
経
験
し
ま
し
た
。
今
就
職
活
動
を
振
り
返
る
と
、
4
年
間
を
い
か
に
有
意
義
に
使
う
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

3
年
の
夏
に
は
、
学
校
で
応
募
の
あ
っ
た
北
洋
銀
行
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
。
会
社
の
こ
と
を
知
る
良
い
機
会
に
も
な
り
、

他
大
学
の
学
生
の
就
職
活
動
に
対
す
る
意
識
や
、
動
き
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
3
年
の
1
月
か
ら
は
、
ほ
ぼ
毎
週
の
よ
う

に
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
履
歴
書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
を
し
て
も
ら
い
、
や
る
気
に
な
れ
な
い

と
き
は
じ
っ
く
り
話
を
聞
い
て
も
ら
い
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
就
職
担
当
の
方
は
今
ま
で
多
く
の
学
生
の
就
活
を
支
援
さ

れ
て
い
ま
す
。
必
ず
良
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。
将
来
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
、
就
職
活
動
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
ら

な
い
人
は
、
ま
ず
一
度
行
っ
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
大
学
生
で
い
ら
れ
る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
将
来
や
り
た
い
こ
と

が
あ
る
人
は
、
挑
戦
し
な
が
ら
夢
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
進
め
て
く
だ
さ
い
。
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
な
い
人
は
、
ま
ず
そ
の
自
分

と
向
き
合
う
こ
と
か
ら
初
め
て
く
だ
さ
い
。

部
活
と
就
活
を
両
立
し
た
強
い
意
思
で
、
夢
だ
っ
た
東
京
で
の
就
職
を
実
現
！

　
「
東
京
で
就
職
し
、
新
し
い
世
界
を
見
た
り
、
自
分
の
可
能
性
に
挑
戦
し
た
い
。」
こ
の
思
い
の
も
と
、
私
の
就
職
活
動
は
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
本
格
的
に
就
職
活
動
を
始
め
た
の
は
、
3
年
生
の
12
月
頃
か
ら
で
、
こ
の
頃
か
ら
、
学
内
で
行
わ
れ
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
や
、

企
業
説
明
会
に
も
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

私
の
場
合
は
、
硬
式
野
球
部
主
将
と
し
て
の
活
動
を
行
い
な
が
ら
の
就
職
活
動
だ
っ
た
の
で
、
練
習
や
合
宿
と
の
両
立
を
図
る
の
に

も
苦
労
し
ま
し
た
。
部
活
動
も
最
終
学
年
と
な
り
、
よ
り
一
層
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
練
習
に
も
打
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況

の
中
で
も
、
挫
け
ず
に
部
活
動
、
就
職
活
動
に
打
ち
込
め
た
の
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
大
き
な
目
標
が
私
の
中
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

東
京
で
の
就
職
活
動
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
、
経
済
的
な
面
な
ど
、
北
海
道
で
活
動
を
行
う
よ
り
も
苦
労
す
る
こ
と
は
多
々
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、同
じ
よ
う
な
目
標
を
持
っ
た
学
生
と
一
緒
に
、日
本
を
代
表
す
る
よ
う
な
企
業
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

私
に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
第
一
志
望
で
あ
っ
た
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
東
京
株
式
会
社
さ
ん
か
ら
内
定
を
頂
け

た
の
は
5
月
の
下
旬
頃
で
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
報
わ
れ
、
大
変
喜
ば
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
を
始
め
た
当
初
か
ら
の
目
標
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
早
期
か
ら
明
確
な
目
標
を
持
っ
て
活
動
を
行
っ
た
こ
と
、

自
分
自
身
の
強
み
を
理
解
で
き
て
い
た
こ
と
が
要
因
で
あ
っ
た
と
私

は
考
え
ま
す
。就
職
活
動
は
、こ
れ
ま
で
の
自
分
を
見
つ
め
直
し
た
り
、

改
め
て
自
分
の
価
値
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
で
す
。
こ

れ
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
る
方
に
は
、
是
非
そ
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
自
分
が
本
当
に
や
り
た

い
こ
と
、
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
な
ど
を
見
つ
け
る
た
め
の
き
っ

か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

4
月
か
ら
は
、
本
格
的
に
社
会
人
と
し
て
の
新
た
な
人
生
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
住
む
場
所
も
変
わ
り
、
学
生
の
頃
と
は
ま
た
違
っ

た
生
活
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
自
身
は
春
を
迎
え
る
の

が
非
常
に
楽
し
み
で
す
。
新
た
な
環
境
で
、
自
分
の
可
能
性
に
挑
戦

す
る
こ
と
が
私
の
夢
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

入
社
す
る
こ
と
で
は
な
く
、内
定
先
で
活
躍
す
る
こ
と
が
目
標
だ
っ

た
の
で
、
学
生
時
代
の
部
活
動
、
就
職
活
動
の
経
験
を
生
か
し
、
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
よ
り
一
層
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

経営学専攻4年　

青木　美華 さん

経営学専攻4年

澤田　拓海 さん

就
活
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

得
意
の
英
会
話
を
生
か
し
、

将
来
は
海
外
勤
務
を

希
望
し
て
い
ま
す
。

　

公
務
員
を
志
望
し
て
お
り
、
尚
か
つ
得
意
の

英
会
話
能
力
を
生
か
せ
る
職
場
、
と
い
う
条
件

を
基
本
に
就
活
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
だ
け
は
ブ

レ
な
い
軸
と
し
て
、
妥
協
の
な
い
職
業
選
択
を

し
た
い
で
す
ね
。
今
は
情
報
収
集
に
励
む
傍
ら
、

英
語
圏
か
ら
来
た
留
学
生
の
通
訳
な
ど
、
支
援

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
の
英

会
話
能
力
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
る
取
り
組
み
な
の

で
、
楽
し
み
な
が
ら
交
流
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
北
海
道
財
務
局
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
金
融
部
門
は
も
ち
ろ
ん
、
人
事

な
ど
各
部
署
を
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

貴
重
な
職
場
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
公
務
員
志

望
で
す
が
、
勤
務
地
は
北
海
道
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
将
来
は
海
外
で
働
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
自
ら
が
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
そ
の
可

能
性
の
あ
る
職
場
に
行
き
た
い
と
熱
望
し
て
い

ま
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
に
も
早
く
か
ら
目
標
を

定
め
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
何
を
学

び
、
ど
う
行
動
し
た
ら
良
い
か
考
え
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
早
め
に
目
標
が
定
ま
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
早
く
具
体
的
な
対
策
が
立
て
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
。
と
も
に
理
想
の
就
職
を
実
現
し
、
札
大

生
の
実
力
を
証
明
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

英語専攻3年

山村　紗也乃 さん

スポーツ文化専攻3年

木脇　次郎 さん

中
学
時
代
に
出
会
っ
た

恩
師
を
目
標
に
、
体
育
教
師
を

目
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
よ
り
も
体
を
動
か
し
、

人
と
接
す
る
仕
事
が
し
た
い
の
で
、
保
健
体
育

の
教
員
を
第
一
志
望
に
就
職
活
動
に
励
ん
で
い

ま
す
。
近
年
は
倍
率
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
警
察
官
や
消
防
士
な
ど
も
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
現
在
は
過
去
問
に
取
り
組
む
毎
日
で
す
。

私
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
お
り
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
試
合
に
出
場
し
て
い
ま

す
。
4
年
生
に
な
っ
て
も
試
合
に
は
出
場
し
ま

す
の
で
、
就
職
活
動
と
両
立
し
、
ど
ち
ら
も
勝

利
を
掴
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
体
力
づ
く
り
や
時
間
配
分
な
ど
、
日
頃
の

自
己
管
理
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

幼
い
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
で
鍛
え
て
き
た
の
で
、

そ
の
点
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
私
が
教
員
を
目

ざ
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
中
学
時
代
の

恩
師
と
の
出
会
い
で
す
。
当
時
、私
は
サ
ッ
カ
ー

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、練
習
に
、試
合
に
、

日
夜
打
ち
込
ん
で
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
先
生

か
ら
、「
勉
強
と
両
立
で
き
な
い
よ
う
で
は
、
良

い
選
手
、
立
派
な
社
会
人
に
は
な
れ
な
い
」
と

熱
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
人
生
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
方
で
、
そ
の
先

生
を
目
標
に
、
私
も
親
身
な
指
導
の
で
き
る
教

師
に
な
り
た
い
で
す
ね
。
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Japanese festivalで他の留学生と日本文化を披露



全
て
の
要
素
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が

噛
み
合
い
、
指
導
者
の
道
を
選
択

　

契
約
延
長
の
話
も
、
他
チ
ー
ム
か
ら
の

オ
フ
ァ
ー
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
現
役
選

手
と
し
て
競
技
を
続
け
る
と
い
う
選
択

肢
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
秋
に
母
校

札
大
か
ら
、「
監
督
兼
G
M
に
」
と
い
う

オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
、
指

導
者
の
道
を
選
び
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
を

心
か
ら
愛
し
、
プ
レ
ー
し
て
き
た
の
で
、

現
役
時
代
か
ら
「
引
退
し
て
も
サ
ッ
カ
ー

に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
い
う
希
望

は
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
今
回
の
オ

フ
ァ
ー
を
頂
戴
し
、
全
て
の
要
素
が
噛
み

合
い
、
開
学
50
周
年
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
直
感
的
に
受
諾

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
格
好
付
け
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
運
命
的
な
も
の

も
感
じ
て
い
ま
す
。
今
は
と
て
も
楽
し
み

と
い
う
か
、
新
し
い
目
標
に
向
け
て
、
意

欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
苫
小
牧
市
出
身
。
妻
も
実
家
が

北
海
道
で
す
の
で
、
久
々
に
故
郷
に
戻
れ

る
と
い
う
点
で
も
嬉
し
い
お
話
で
し
た
。

多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
在
学
時
に

開
け
た
、
プ
ロ
へ
の
道

　

本
格
的
に
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
の
は
中

学
生
か
ら
。
地
元
苫
小
牧
の
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
、
高
校
は
ス
ポ
ー
ツ
の
強
豪
校
と
し

て
有
名
な
青
森
山
田
に
進
学
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
ま
だ
プ
ロ
へ
の
道
筋
が
見
え
な

か
っ
た
の
で
、
大
学
で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け

る
傍
ら
、
教
職
の
免
許
も
取
得
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
両
方
を
目
指
せ

る
大
学
が
、
札
幌
大
学
だ
っ
た
と
い
う
わ

け
で
す
。
当
時
、
学
生
リ
ー
グ
1
本
で
し

た
が
、
札
大
サ
ッ
カ
ー
部
は
道
内
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
実
力
を
有
し
、
毎
年
全
国
出

場
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
在
学
時
の
思

い
出
は
、
高
校
時
代
と
違
い
、
成
人
し
て

お
酒
も
飲
め
る
と
い
う
自
由
の
な
か
で
、

「
学
業
と
両
立
し
な
が
ら
、
ク
ラ
ブ
活
動

に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
学

ん
だ
な
」
と
い
う
印
象
で
す
。

　

プ
ロ
の
道
が
開
け
た
の
も
在
学
時
で

す
。
3
年
生
の
時
に
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
選
考
会
で
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
60
名

の
な
か
か
ら
日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
選
抜
メ
ン
バ
ー
と
し
て
世
界
大
会
に

出
場
し
た
実
績
を
評
価
さ
れ
、
コ
ン
サ

ド
ー
レ
札
幌
の
強
化
指
定
選
手
に
も
選

ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
正
式
に
コ
ン
サ

へ
入
団
。
し
か
し
、
1
年
後
に
九
州
リ
ー

グ
へ
の
移
籍
が
決
ま
り
ま
し
た
。
熊
本
や

北
九
州
、長
崎
の
各
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
し
、

プ
ロ
と
し
て
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
琉
球
、
青
森
へ

と
移
籍
を
重
ね
、
延
べ
14
年
間
、
プ
ロ
の

第
一
線
で
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

し
っ
か
り
し
た
組
織
づ
く
り
と
、

戦
っ
て
勝
て
る
チ
ー
ム
づ
く
り
を
…

　

プ
ロ
と
し
て
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や
、
積
ん
で
き
た
実
績
は
過
去
の
も
の
。

い
ま
見
据
え
て
い
る
の
は
、
未
来
だ
け
で

す
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
実
績
を
残
せ
た

の
か
と
い
う
、
メ
ン
タ
ル
や
努
力
し
て
き

た
過
程
の
部
分
は
、
学
生
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ
競
技
で
あ
っ

て
も
、
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
は
全
く
別
も

の
で
、
比
べ
る
も
の
で
も
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
大
学
の
課
外
活

動
で
す
か
ら
、
主
体
と
な
る
学
生
に
、
い

か
に
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
の
か
、
と
い

う
の
が
私
の
役
割
。
札
大
が
現
在
目
指

し
て
い
る
の
も
、『
学
生
が
学
生
に
よ
る

学
生
の
た
め
の
課
外
活
動
』
で
す
か
ら
、

恒例の卒業生インタビュー。今回は、今年1月までサッカー選手として活躍してきた
河端和哉さんをご紹介します。在学時にプロへの扉が開き、このたび現役生活に区切りをつけ、
本学の監督兼GMに就任。その決断の背景と、今後への意気込みを伺いました。

自
立
し
た
一
人
の
人
間
を
育
て
上
げ
る
こ

と
が
最
大
の
目
標
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に

必
要
な
の
が
、
学
生
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
組
織
づ
く
り
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
現
場
は
現
場
で
、
戦
っ
て
勝
て
る

チ
ー
ム
づ
く
り
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
や
は
り
勝
負
事
で
す
か
ら
、

試
合
に
勝
た
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と

思
い
ま
す
。
頑
張
っ
た
か
ら
、
そ
れ
で
良

い
と
は
な
ら
な
い
。
勝
つ
た
め
に
組
織
と

現
場
が
一
体
と
な
っ
て
、
選
手
の
育
成
や

チ
ー
ム
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
プ
ロ
と
な
る
と
、現
場
は
現
場
で
、

会
社
は
会
社
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
せ
ば
い
い
わ
け
で
す
が
、
学
生
ス

ポ
ー
ツ
で
は
、
大
学
と
現
場
が
一
体
で
な

け
れ
ば
、
一
人
の
人
間
を
育
て
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
目
標
に
向

け
て
、
私
は
先
ず
、
学
生
一
人
ひ
と
り
と

面
談
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
、
チ
ー
ム
の
目
標
を
、
短
期
、
中
期
、

長
期
と
段
階
を
分
け
て
決
め
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
札
大

サ
ッ
カ
ー
部
の
新
た
な
時
代
を
築
い
て
参

り
た
い
所
存
で
す
の
で
、
現
役
時
代
同

様
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

プ
ロ
の
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
札
大
サ
ッ
カ
ー
部
へ
！

監
督
兼
G
M
就
任
し
た
河
端
和
哉
さ
ん
に
聞
く
、

新
た
な
挑
戦
！！

河端　和哉 さん
（経済学部平成15年度卒業）

留
学
リ
ポ
ー
ト

ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
立
大
学

カ
ー
ニ
ィ
校
へ
留
学

　

カ
ー
ニ
ィ
校
に
は
多
国
か
ら
の
留
学

生
が
い
ま
し
た
。
ア
ジ
ア（
日
本
、韓
国
、

中
国
）
は
も
ち
ろ
ん
、中
東
（
オ
マ
ー
ン
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
）
さ
ら
に
は
ア
フ
リ

カ
（
ジ
ン
バ
ブ
エ
、
ト
ゴ
）
な
ど
予
想

し
て
い
た
以
上
に
多
く
い
ま
し
た
。
中

で
も
韓
国
人
留
学
生
の
割
合
が
高
く
、

そ
の
大
半
が
半
年
間
の
留
学
で
あ
る
た

め
新
し
い
人
が
来
て
は
そ
れ
ま
で
い
た

人
が
帰
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。
私
が

半
年
間
い
た
語
学
学
校
で
も
15
人
中
5

人
が
韓
国
人
で
あ
る
ほ
ど
で
し
た
。
韓

国
人
に
続
い
て
多
か
っ
た
の
は
日
本
人

で
す
。
留
学
前
に
日
本
人
が
多
い
と
聞

い
た
時
、
勝
手
に
交
換
留
学
生
が
多
い

と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
実
際
は

大
半
が
カ
ー
ニ
ィ
校
で
学
士
、
修
士
を

取
得
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
知
り
、

驚
き
ま
し
た
。
話
に
よ
る
と
日
本
人
学

生
の
大
半
は
将
来
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な

る
た
め
に
カ
ー
ニ
ィ
校
に
い
る
ら
し
く
、

航
空
学
科
の
授
業
で
は
40
人
い
れ
ば
30

人
弱
が
日
本
人
で
あ
る
そ
う
で
す
。

　

カ
ー
ニ
ィ
校
ま
た
、
カ
ー
ニ
ィ
全
体

に
関
し
て
、
カ
ー
ニ
ィ
校
は
と
て
も
過

ご
し
や
す
い
環
境
で
し
た
。
大
学
が
1

つ
の
町
の
よ
う
で
あ
り
、
大
学
構
内
に

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
が
2
つ
、
大
学
生
協
に

相
当
す
る
建
物
の
中
に
は
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
、
Ｓ
ｕ
ｂ
ｗ
a
ｙ
他
、
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
店
ま
で
も
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
大
学
構
内
に
あ
る
ジ
ム
は
Ｊ
ｏ
ｙ 

ｆ
ｉ
ｔ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
ほ
ど
設

備
が
充
実
し
て
い
る
上
に
広
く
、
ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
で
き
る
場
所
ま
で

あ
り
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
利
用

料
が
57
ド
ル
／
学
期
と
破
格
で
あ
り
、

ほ
ぼ
毎
日
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

カ
ー
ニ
ィ
は
車
を
持
た
な
い
学
生
に

と
っ
て
過
ご
し
づ
ら
い
土
地
で
し
た
。

大
学
構
内
で
は
日
用
品
を
買
え
な
い
た

め
、
ス
ー
パ
ー
に
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
す
が
、
そ
こ
ま
で
徒
歩
で
40
分
か
か

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
買
い
物
に
行
く

場
合
は
車
を
持
つ
友
人
に
頼
む
か
、
と

あ
る
団
体
が
毎
週
金
曜
日
に
運
用
し
て

い
る
バ
ン
に
乗
る
以
外
に
買
い
物
に
行

け
る
機
会
は
ほ
ぼ
な
く
特
に
交
換
留
学

生
に
と
っ
て
は
不
便
で
す
。
ま
た
、
地

下
鉄
、
Ｊ
Ｒ
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
は
無
く
、（
映
画
で
よ
く
見
か
け
る

黄
色
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
あ
り
ま
し
た
）

現
地
の
学
生
、
学
士
、
修
士
取
得
目
的

の
留
学
生
は
車
を
所
有
し
て
お
り
、
車

が
無
い
人
を
探
す
ほ
う
が
大
変
で
し
た
。

そ
れ
ほ
ど
現
地
で
車
は
生
活
必
需
品
で

あ
り
、
典
型
的
な
車
社
会
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
私
は
現
地
で
ロ
ー
ド

バ
イ
ク
を
購
入
し
、車
の
代
わ
り
に
使
っ

て
い
ま
し
た
。

　

交
換
留
学
を
通
し
て
、
米
国
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

渡
米
前
、
治
安
が
悪
そ
う
、
薬
中
、
銃

社
会
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま

し
た
が
、
州
、
都
市
に
よ
っ
て
別
の
国

の
よ
う
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
町
に
よ
っ
て
銃
の
携
帯
が
規

制
さ
れ
て
い
る
、州
に
よ
っ
て
マ
リ
フ
ァ

ナ
等
の
薬
物
が
合
法
で
あ
る
な
ど
で
す
。

ち
な
み
に
カ
ー
ニ
ィ
は
銃
の
携
帯
規
制
、

薬
物
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
上
、
少
し
町

か
ら
離
れ
た
所
を
歩
い
て
い
る
と
近
く

に
車
を
止
め
て
、「
ど
こ
ま
で
行
く
の
、

送
る
か
い
？
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る

人
々
が
い
る
ほ
ど
良
い
町
で
す
。
ま
た
、

時
間
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
知
り
ま

し
た
。
個
人
差
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

米
国
で
個
人
の
付
き
合
い
で
は
時
間
に

対
し
て
そ
こ
ま
で
厳
し
く
な
い
よ
う
で

す
。現
地
の
学
生
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

そ
の
他
の
友
人
と
出
か
け
る
時
、
集
合

時
間
30
分
を
過
ぎ
て
も
現
れ
ず
、
連
絡

し
て
も
返
信
な
し
、
1
時
間
後
に
「
あ

と
30
分
で
到
着
す
る
」
と
返
信
が
あ
っ

た
こ
と
や
催
し
物
の
準
備
で
相
方
が
時

間
を
指
定
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
つ

も
相
方
が
20
、
30
分
遅
れ
る
、
集
合
10

分
前
に
時
間
を
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
日
本
で
も
留
学
生
と
関
わ

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
極
端
に
遅

れ
る
、
急
な
時
間
指
定
を
し
て
く
る
人

は
い
な
か
っ
た
た
め
慣
れ
る
の
に
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
、
こ

の
時
間
の
習
慣
は
受
け
入
れ
難
い
と
こ

ろ
で
す
が
、「
郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
え
」

が
処
世
の
術
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ

ら
れ
た
留
学
で
あ
り
、
こ
の
後
の
社
会

人
生
活
に
お
い
て
も
臨
機
応
変
に
対
応

で
き
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

Fort Kearney射撃場で射撃体験

経
営
学
専
攻
4
年

富
木
　
雄
斗 

さ
んホストファミリーと州立公園での休日

今
年
の
就
職
戦
線
も
い
よ
い
よ
本
格
化
し
始
め
ま
し
た
。
本
年
度
も
札
幌
大
学
で

は
校
内
で
会
社
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
1
3
0
社
あ
ま
り
の
企
業
の
参

加
が
あ
り
、
多
く
の
学
生
が
熱
心
に
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

●
開
催
日
／
2
0
1
8
年
3
月
1
日
〜
2
日
、
7
日
〜
9
日　

計
5
日
間

●
場
所
／
札
幌
大
学
2
号
館

就
職
活
動
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

札
幌
大
学「
会
社
説
明
会
」開
催

就活期間の長期化も粘り強い活動を
学生支援オフィス　就職担当

　昨年度は90％を超える内定率で学生たちの就職活動が終わ
りました。3年次から始まった就職講座で「自己分析のしかた」

「企業研究のしかた」、実践講座の「集団模擬面接」「グループ
ディスカッション」などで準備を進め、個人面接の練習、履
歴書の添削と次第に就活モードに入っていきました。「今年も
学生側の超売手市場」という就職情報会社の宣伝が災いし、
学生たちの動きは非常に細く、早めに内定を得て就活を終え
た学生もおりましたが、昨年同様に就活期間の長期化が見ら
れました。それでも内定率は昨年同時期と比較し、毎月数ポ
イント高く推移してきました。12月頃からは内定の報告件数
も減り、1月・2月は未内定学生たちの動きが見えず、心配に
なったほどです。3月になっても求人はきています。学生が
諦めない限り、私ども就職スタッフも諦めず、3月末ギリギ
リまで支援していきます。内定のないまま卒業してしまう学
生を対象に、札幌市が行う「フレッシュスタート塾」が5月
から始まります。3月中旬に学内説明会を開催しましたが、1
カ月の座学に続き、3〜4カ月の職場実習を経て正社員として
入社してもらうプログラムで、昨年も本学のOB・OGが正社
員として入社しています。卒業後もキャリアサポートセン
ターは利用できますし、既卒者可の求人票や様々な情報も届
きますので、いつでも気軽に母校に相談に来てくれることを
切に願っております。

内

定

者

リ

ポ

ー

ト

在
学
時
に
こ
れ
を
や
り
遂
げ
た
と
、
胸
を
張
れ
る
活
動
が
、
内
定
獲
得
の
ポ
イ
ン
ト
！

　

4
年
次
の
6
月
に
第
一
志
望
で
あ
っ
た
北
洋
銀
行
か
ら
内
定
を
頂

ま
し
た
。
そ
の
私
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
、
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

大
学
の
4
年
間
は
勉
強
を
し
て
知
識
を
つ
け
、
多
く
の
人
と
関
わ

る
こ
と
で
自
分
の
見
解
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
時
間
で
す
。

た
だ
バ
イ
ト
に
時
間
を
割
く
だ
け
で
は
、も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
生
活
の
中
で
私
が
大
事
に
し
て
い
た
こ
と
は
、
目
標
を
立
て
る

こ
と
で
す
。
入
学
当
初
か
ら
金
融
機
関
で
働
く
こ
と
を
志
望
し
て
い

た
の
で
第
一
に
学
業
を
頑
張
る
、
第
二
に
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
入
り
仲
間
と
楽
し
む
と
決
め
ま
し
た
。
私
は
こ
の
2
つ
を
軸
に
お
き
、

学
生
生
活
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
を
始
め
る
際
、
多
く
の
人
は
自
分
が
大
学
で
何
を
し
て
き
た
か
を
振
り
返
り
ま
す
。
そ
の
時
に
「
胸
を
張
っ
て
こ
ん
な
こ

と
を
頑
張
っ
た
」
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
こ
と
が
就
職
活
動
で
の
強
み
に
な
り
ま
す
。
何
も
な
い
と
気
持
ち
も
内
気
に
な
り
、
力
が
入
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
れ
だ
と
企
業
も
必
要
と
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
に
学
業
で
は
、
金
融
機
関
で
働
く
に
は
ど
ん
な
資
格
が
必
要
な
の
か
を
調
べ
、
大
学
で
開
講
さ
れ
て
い
る
講
座
を
受
け
、
専

門
学
校
に
も
通
っ
て
い
ま
し
た
。
空
き
時
間
を
う
ま
く
使
い
な
が
ら
日
商
簿
記
2
級
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
2
級
の
資

格
を
取
り
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
で
は
、
仲
間
で
一
つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
る
楽
し
さ
を
知
り
、
部
長
を
務
め
て
か
ら
は
人
を
ま
と
め
、

動
か
す
難
し
さ
を
経
験
し
ま
し
た
。
今
就
職
活
動
を
振
り
返
る
と
、
4
年
間
を
い
か
に
有
意
義
に
使
う
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

3
年
の
夏
に
は
、
学
校
で
応
募
の
あ
っ
た
北
洋
銀
行
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
。
会
社
の
こ
と
を
知
る
良
い
機
会
に
も
な
り
、

他
大
学
の
学
生
の
就
職
活
動
に
対
す
る
意
識
や
、
動
き
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
3
年
の
1
月
か
ら
は
、
ほ
ぼ
毎
週
の
よ
う

に
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
履
歴
書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
を
し
て
も
ら
い
、
や
る
気
に
な
れ
な
い

と
き
は
じ
っ
く
り
話
を
聞
い
て
も
ら
い
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
就
職
担
当
の
方
は
今
ま
で
多
く
の
学
生
の
就
活
を
支
援
さ

れ
て
い
ま
す
。
必
ず
良
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。
将
来
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
、
就
職
活
動
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
ら

な
い
人
は
、
ま
ず
一
度
行
っ
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
大
学
生
で
い
ら
れ
る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
将
来
や
り
た
い
こ
と

が
あ
る
人
は
、
挑
戦
し
な
が
ら
夢
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
進
め
て
く
だ
さ
い
。
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
な
い
人
は
、
ま
ず
そ
の
自
分

と
向
き
合
う
こ
と
か
ら
初
め
て
く
だ
さ
い
。

部
活
と
就
活
を
両
立
し
た
強
い
意
思
で
、
夢
だ
っ
た
東
京
で
の
就
職
を
実
現
！

　
「
東
京
で
就
職
し
、
新
し
い
世
界
を
見
た
り
、
自
分
の
可
能
性
に
挑
戦
し
た
い
。」
こ
の
思
い
の
も
と
、
私
の
就
職
活
動
は
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
本
格
的
に
就
職
活
動
を
始
め
た
の
は
、
3
年
生
の
12
月
頃
か
ら
で
、
こ
の
頃
か
ら
、
学
内
で
行
わ
れ
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
や
、

企
業
説
明
会
に
も
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

私
の
場
合
は
、
硬
式
野
球
部
主
将
と
し
て
の
活
動
を
行
い
な
が
ら
の
就
職
活
動
だ
っ
た
の
で
、
練
習
や
合
宿
と
の
両
立
を
図
る
の
に

も
苦
労
し
ま
し
た
。
部
活
動
も
最
終
学
年
と
な
り
、
よ
り
一
層
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
練
習
に
も
打
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況

の
中
で
も
、
挫
け
ず
に
部
活
動
、
就
職
活
動
に
打
ち
込
め
た
の
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
大
き
な
目
標
が
私
の
中
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

東
京
で
の
就
職
活
動
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
、
経
済
的
な
面
な
ど
、
北
海
道
で
活
動
を
行
う
よ
り
も
苦
労
す
る
こ
と
は
多
々
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、同
じ
よ
う
な
目
標
を
持
っ
た
学
生
と
一
緒
に
、日
本
を
代
表
す
る
よ
う
な
企
業
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

私
に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
第
一
志
望
で
あ
っ
た
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
東
京
株
式
会
社
さ
ん
か
ら
内
定
を
頂
け

た
の
は
5
月
の
下
旬
頃
で
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
報
わ
れ
、
大
変
喜
ば
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
を
始
め
た
当
初
か
ら
の
目
標
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
早
期
か
ら
明
確
な
目
標
を
持
っ
て
活
動
を
行
っ
た
こ
と
、

自
分
自
身
の
強
み
を
理
解
で
き
て
い
た
こ
と
が
要
因
で
あ
っ
た
と
私

は
考
え
ま
す
。就
職
活
動
は
、こ
れ
ま
で
の
自
分
を
見
つ
め
直
し
た
り
、

改
め
て
自
分
の
価
値
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
で
す
。
こ

れ
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
る
方
に
は
、
是
非
そ
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
自
分
が
本
当
に
や
り
た

い
こ
と
、
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
な
ど
を
見
つ
け
る
た
め
の
き
っ

か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

4
月
か
ら
は
、
本
格
的
に
社
会
人
と
し
て
の
新
た
な
人
生
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
住
む
場
所
も
変
わ
り
、
学
生
の
頃
と
は
ま
た
違
っ

た
生
活
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
自
身
は
春
を
迎
え
る
の

が
非
常
に
楽
し
み
で
す
。
新
た
な
環
境
で
、
自
分
の
可
能
性
に
挑
戦

す
る
こ
と
が
私
の
夢
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

入
社
す
る
こ
と
で
は
な
く
、内
定
先
で
活
躍
す
る
こ
と
が
目
標
だ
っ

た
の
で
、
学
生
時
代
の
部
活
動
、
就
職
活
動
の
経
験
を
生
か
し
、
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
よ
り
一
層
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

経営学専攻4年　

青木　美華 さん

経営学専攻4年

澤田　拓海 さん

就
活
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

得
意
の
英
会
話
を
生
か
し
、

将
来
は
海
外
勤
務
を

希
望
し
て
い
ま
す
。

　

公
務
員
を
志
望
し
て
お
り
、
尚
か
つ
得
意
の

英
会
話
能
力
を
生
か
せ
る
職
場
、
と
い
う
条
件

を
基
本
に
就
活
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
だ
け
は
ブ

レ
な
い
軸
と
し
て
、
妥
協
の
な
い
職
業
選
択
を

し
た
い
で
す
ね
。
今
は
情
報
収
集
に
励
む
傍
ら
、

英
語
圏
か
ら
来
た
留
学
生
の
通
訳
な
ど
、
支
援

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
の
英

会
話
能
力
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
る
取
り
組
み
な
の

で
、
楽
し
み
な
が
ら
交
流
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
北
海
道
財
務
局
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
金
融
部
門
は
も
ち
ろ
ん
、
人
事

な
ど
各
部
署
を
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

貴
重
な
職
場
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
公
務
員
志

望
で
す
が
、
勤
務
地
は
北
海
道
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
将
来
は
海
外
で
働
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
自
ら
が
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
そ
の
可

能
性
の
あ
る
職
場
に
行
き
た
い
と
熱
望
し
て
い

ま
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
に
も
早
く
か
ら
目
標
を

定
め
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
何
を
学

び
、
ど
う
行
動
し
た
ら
良
い
か
考
え
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
早
め
に
目
標
が
定
ま
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
早
く
具
体
的
な
対
策
が
立
て
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
。
と
も
に
理
想
の
就
職
を
実
現
し
、
札
大

生
の
実
力
を
証
明
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

英語専攻3年

山村　紗也乃 さん

スポーツ文化専攻3年

木脇　次郎 さん

中
学
時
代
に
出
会
っ
た

恩
師
を
目
標
に
、
体
育
教
師
を

目
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
よ
り
も
体
を
動
か
し
、

人
と
接
す
る
仕
事
が
し
た
い
の
で
、
保
健
体
育

の
教
員
を
第
一
志
望
に
就
職
活
動
に
励
ん
で
い

ま
す
。
近
年
は
倍
率
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
警
察
官
や
消
防
士
な
ど
も
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
現
在
は
過
去
問
に
取
り
組
む
毎
日
で
す
。

私
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
お
り
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
試
合
に
出
場
し
て
い
ま

す
。
4
年
生
に
な
っ
て
も
試
合
に
は
出
場
し
ま

す
の
で
、
就
職
活
動
と
両
立
し
、
ど
ち
ら
も
勝

利
を
掴
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
体
力
づ
く
り
や
時
間
配
分
な
ど
、
日
頃
の

自
己
管
理
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

幼
い
頃
か
ら
サ
ッ
カ
ー
で
鍛
え
て
き
た
の
で
、

そ
の
点
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
私
が
教
員
を
目

ざ
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
中
学
時
代
の

恩
師
と
の
出
会
い
で
す
。
当
時
、私
は
サ
ッ
カ
ー

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
、練
習
に
、試
合
に
、

日
夜
打
ち
込
ん
で
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
先
生

か
ら
、「
勉
強
と
両
立
で
き
な
い
よ
う
で
は
、
良

い
選
手
、
立
派
な
社
会
人
に
は
な
れ
な
い
」
と

熱
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
人
生
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
方
で
、
そ
の
先

生
を
目
標
に
、
私
も
親
身
な
指
導
の
で
き
る
教

師
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

札幌大学後援会だより（3）第50号 2018年3月31日 札幌大学後援会だより 第50号（2）2018年3月31日

Japanese festivalで他の留学生と日本文化を披露
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き
な
地
震
が

あ
っ
た
こ
と
を

実
感
し
ま
し

た
。
被
災
地
障

害
者
セ
ン
タ
ー

で
聞
い
た
話
に

よ
る
と
、
障
害

者
の
方
々
が
入

居
す
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
仕
様
の

仮
設
住
宅
が
不

足
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
報
道

さ
れ
な
い
部
分
で
、
ま
だ
ま
だ
支
援
の
手
が
及
ば

な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
大
変
良
い
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

船
越　

熊
本
市
内
に
は
、
一
部
に
倒
壊
、
あ
る
い

は
半
壊
し
た
家
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
復
興
に
向
け
て
地
元
の
人
た
ち
は
明
る
く

元
気
に
頑
張
っ
て
お
り
、
私
は
逆
に
励
ま
さ
れ
た

感
じ
で
す
。

今
回
の
日
程
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

訪
問
先
や
体
験
は
な
ん
で
す
か
？

草
野　

障
害
を
持
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
い
る
ご

家
庭
の
引
っ
越
し
を
、
お
手
伝
い
し
た
こ
と
で
す
。

私
な
り
に
講
義
の
経
験
を
生
か
せ
た
と
思
い
ま
す
。

齊
藤　

私
は
熊
本
学
園
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
ハ
ロ
ウ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
準
備
を
お
手

伝
い
し
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い

ひ
と
時
で
し
た
。

船
越　

私
は
熊
本
学
園
大
学
の
先
生
の
講
義
に
出

席
し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
「
減
災
」
と
い

う
研
究
分
野
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ

は
地
震
の
発
生
を
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
捉

え
、
実
際
に
起
き
た
時
の
対
処
法
を
研
究
す
る
も

人
の
助
け
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
参

加
を
希
望
し
ま
し
た
。

船
越　

東
日
本
大
震
災
の
時
は
中
学
生
で
、
遠
い

場
所
で
の
出
来
事
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
が
、
自

分
も
な
に
か
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
希
望
を
抱
い

て
い
ま
し
た
。
札
大
が
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
入
学
式
で
知
り
、
さ
っ
そ
く
登
録
し
た
と

い
う
の
が
参
加
の
経
緯
で
す
。

実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
、

感
じ
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

草
野　

誰
も
が
地

震
は
恐
く
て
不
安

な
も
の
で
す
が
、

障
害
の
あ
る
方
々

は
、
そ
の
思
い
を

一
層
強
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
し

た
方
た
ち
を
ど
の

よ
う
に
ケ
ア
し
て

い
く
か
、
真
剣
に

考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

齊
藤　

熊
本
城
の

被
害
を
見
た
時
、

改
め
て
こ
こ
で
大

東
日
本
大
震
災
以
来
、
札
大
で
は
い
ち
早
く
「
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
組
織
し
、
現
在
は
熊
本
に
対

し
て
も
、
募
金
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
な
ど
、
精
力
的
な
被
災
地
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
昨
年
10
月
、支
援
活
動
を
希
望
す
る
学
生
の
な
か
か
ら
3
名
を
選
出
、現
地
に
赴
き
ま
し
た
。

3
泊
4
日
の
日
程
で
、
被
災
現
場
の
ほ
か
、
熊
本
学
園
大
学
や
障
害
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
訪
問
。
支
援

活
動
の
ほ
か
に
、
減
災
と
い
う
考
え
方
を
学
ぶ
な
ど
、
3
泊
4
日
で
多
く
の
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
学
び
得
た
知
識
と
経
験
は
、
報
告
会
に
お
い
て
披
露
し
、
全
学
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
も
と
に
、
震
災
の
風
化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
北
海
道
の
備
え
も
一

層
強
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
今
回
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
参
加
し
た
学
生
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

　後援会会員の皆様に支えられて、本後援会だよりは不定期に発刊する時期もありましたが、
年 2 回の刊行により50 号を迎えることができました。これもひとえに皆様のお力添えのお

かげと、深く感謝しております。
　新年を迎えた1月、札幌は続く厳しい寒気の影響もありインフルエンザが猛威をふるうなか、授業や課外
活動を終えた学生が夏よりも夜道を明るく照らす雪道のキャンパスを足早に歩く姿がありました。その光景も、
2 月には一変し学生が春休みに入った後は静まりかえっていました。そんななか、本紙発刊の広報委員長を
務める北崎副会長の突然の訃報を受けました。誰よりも熱い想いで本学生の活躍に注目し当会の運営に臨ん
でおられましたので、お亡くなりになられ、誠に悔やまれてなりません。心からご冥福をお祈りいたします。
　本号では、被災地熊本で減災を学びながら震災ボランティアを行ったリポート（1面）、3 月に入り本格始
動した 3 年次生の就職活動、強い志しをもって志望する大手企業に内定の 4 年生（2 面）、異文化体験を満
喫した海外留学リポート、プロのアスリートから本学サッカー部監督兼 GM に就任した卒業生（3 面）、当会
が支援する留学生奨学金対象の中国留学生（4 面）を紹介しています。どの方も相応に自身の本質を自覚さ
れ生き方に満足していること、また充実している様子が伝われば幸いです。
　本年度を顧みますと、札幌大学が創立 50 周年を迎えました。後援会としては、経年的に行う奨学金への
援助を始めとする支援事業の他に、創立 50 周年の支援として大学の施設設備充実費補助、大学祭運営補助
等を行うことで、今後その成果が様々な場面で表れてくるものと本学生の一人ひとりに大きな期待を寄せて
います。

訃 報  北崎義弘氏がご逝去されました。
後援会副会長・広報委員会委員長の北崎義弘氏（74 歳）が平成 30 年 2 月 18 日に
亡くなりました。12 年間に亘り当会の運営にご尽力いただきました。心よりご冥福を
お祈り申しあげます。

異文化コミュニケーション専攻2年

草野　華 さん

法学専攻1年

船越　緋煕 さん

の
で
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

草
野　

今
回
の
経
験
を
通
し
、
私
は
な
に
も
わ
か
ら

な
い
ま
ま
現
地
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
ま

し
た
。
も
し
、
ま
た
遠
征
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
ら
、
事
前
に
現
地
の
こ
と
や
震
災
に
つい
て
勉
強
し
、

予
備
知
識
を
持
っ
て
支
援
に
当
た
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

齊
藤　

北
海
道
で
も
、
い
つ
地
震
が
起
き
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
住
む
地
域
で
も
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
教
訓
に
、
避
難
所
の
運
営
方
法
や

ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

船
越　

先
ず
は
今
回
、
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
大
学
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
の
経
験
で
、
私
も
体

を
動
か
し
て
行
う
支
援
活
動
と
同
様
に
、
学
習
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
知
り
ま
し
た
。
理
論
と
実
践
、
そ

の
両
輪
で
本
当
に
役
に
立
て
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
れ

る
の
だ
と
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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就活学生インタビュー
就職内定者リポート………………………2面

留学リポート
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留学生紹介
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た

動
機
は
な
ん
で
す
か
？

草
野　

講
義
の
な
か
で
障
害
を
持
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

経
験
が
被
災
地
支
援
に
生
か
せ
る
の
で
は
と
思
い
、

今
回
参
加
を
希
望
し
ま
し
た
。

齊
藤　

私
は
、
東
日
本
大
震
災
を
当
時
住
ん
で
い

た
茨
城
県
で
経
験
し
ま
し
た
。水
道
や
電
気
と
い
っ

た
イ
ン
フ
ラ
も
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
た
め
、
炊
き

出
し
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
姿
に
感
銘
を
受
け
、
私
も

　

11
月
11
日
（
土
）、
ロ
イ

ト
ン
札
幌
に
て
、「
札
幌
大

学
創
立
50
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
」
を
挙
行
い
た
し

ま
し
た
。
当
会
か
ら
は
、

猪
狩
哲
夫
会
長
、
日
浦
和

長
副
会
長
、
北
崎
義
弘
副

会
長
、
太
細
博
文
副
会
長
、

寒
河
江
正
人
委
員
、
上
野
洋
子
委
員
、
谷
口
紀
代

美
委
員
が
式
典
、
そ
の
後
の
祝
賀
会
に
出
席
し
ま

し
た
。

　

式
に
は
、
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
・
多
田
典

史
専
門
官
、
高
橋
は
る
み
北
海
道
知
事
、
町
田
隆

敏
札
幌
市
副
市
長
、
日
本
私
立
大
学
協
会
・
森
本

正
夫
副
会
長
、
な
ど
、
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
の

出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
元
札
幌
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
を
含

む
弦
楽
四
重
奏
団
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏「
シ

ベ
リ
ウ
ス
：
ア
ン
ダ
ン
テ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
」

が
披
露
さ
れ
開
式
に
相
応
し
く
華
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
学
の
草
創
期
の
映
像
放
映
、
荒

川
裕
生
理
事
長
の
式
辞
に
続
き
、
ご
来
賓
の
皆
様

か
ら
の
祝
辞
、「
1
0
0
年
大
学
」
を
目
指
す
本

学
の
近
年
の
映
像
放
映
、
最
後
に
本
学
卒
業
生
の

川
上
さ
や
か
さ
ん
に
よ
る
ム
ッ
ク
リ
演
奏
が
披
露

さ
れ
、
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
祝
賀
会
に
は
、
来
賓
の
方
々
、
卒
業

生
、
教
職
員
等
、
約
7
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

鈴
木
淳
一
学
長
の
挨
拶
に
続
き
、
校
友
会
・
大
久

保
和
幸
会
長
、
北
海
道
議
会
・
大
谷
亨
議
長
か
ら

ご
挨
拶
が
あ
り
、
当
会
の
猪
狩
哲
夫
会
長
の
ご
発

声
に
よ
り
祝
杯
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
や

在
学
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
も
行
わ
れ
、
盛
会

裡
の
う
ち
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

平成29年度　課外活動への補助一覧
平成30年2月現在

交付団体名 大　会　名 補助対象期間 支出金額

空手道部 第 61 回全日本学生空手道選手権大会 7/1 〜 7/2 12,000

第 61 回全日本大学空手道選手権大会 11/18 〜 11/19 18,000

弓道部 第 65 回全日本学生弓道選手権大会
第 48 回全日本学生弓道遠的選手権大会

8/11 〜 8/16 180,000

剣道部 第 65 回全日本学生剣道優勝大会 10/27 〜 10/30 120,000

硬式庭球部 全日本学生テニス選手権大会（男子 85 回 / 女子 61 回） 8/5 〜 8/9 75,000

平成 29 年度全日本学生室内テニス選手権大会 11/25 〜 11/28 12,000

サッカー部 第 41 回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント 8/31 〜 9/2 225,000

第 53 回全国社会人サッカー選手権大会 10/12 〜 10/15 216,000

第 1 回全日本大学サッカー新人戦 12/18 〜 12/22 60,000

女子サッカー部 第 26 回全日本大学女子サッカー選手権大会 12/23 〜 12/25 240,000

女子バスケットボール部 第 69 回全日本大学バスケットボール選手権大会 11/27 〜 11/30 180,000

柔道部 平成 29 年度全日本学生柔道優勝大会 6/23 〜 6/25 117,000

平成 29 年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 9/8 〜 9/10 27,000

平成 29 年度全日本学生柔道体重別選手権大会 9/29 〜 10/1 99,000

第 72 回国民体育大会（柔道競技） 10/6 〜 10/9 12,000

平成 29 年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会 10/27 〜 10/29 135,000

準硬式野球部 第 69 回全日本大学準硬式野球選手権大会 8/20 〜 8/23 249,000

第 35 回全日本大学 9 ブロック対抗準硬式野球大会 11/23 〜 11/27 60,000

スケート部 第 18 回大学アイスホッケー交流苫小牧大会 9/6 〜 9/10 195,000

第 11 回東日本学生フィギュアスケート選手権大会 10/20 〜 10/23 18,000

第 90 回日本学生氷上競技選手権大会（ホッケー部門） 12/23 〜 12/27 210,000

第90回日本学生氷上競技選手権大会（フィギュア部門） 1/4 〜 1/7 12,000

卓球部 第 87 回全日本大学総合卓球選手権大会・団体の部 7/6 〜 7/9 228,000

第 84 回全日本大学総合卓球選手権大会・個人の部 10/26 〜 10/28 81,000

第 14 回全日本学生選抜卓球選手権大会 11/23 〜 11/25 18,000

男子バレーボール部 第 36 回東日本バレーボール大学選手権大会 6/21 〜 6/23 162,000

第 70 回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手
権大会

11/27 〜 11/29 189,000

女子羽球部 第 68 回全日本学生バドミントン選手権大会 10/20 〜 10/24 120,000

ハンドボール部 平成 29 年度東日本学生ハンドボール選手権大会 8/9 〜 8/12 228,000

ラグビー部 第 68 回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会 1/1 〜 1/7 525,000

陸上競技部 第 39 回北日本学生陸上競技対校選手権大会 6/29 〜 7/4 414,000

第 86 回日本学生陸上競技対校選手権大会 9/6 〜 9/11 90,000

X−SPORTS 部 UCI ASIA MTB SERIES マレーシア　クチン 11/1 〜 11/5 15,000

Mitsumata Ups’n’Downs Opening Kagura Cross Challenge 1/4 〜 1/8 15,000

Kinseiryuho TAKAHIRO Memorial CAP in Takaifuji 1/25 〜 1/28 12,000

チアリーディング部 第 29 回全日本学生チアリーディング選手権大会 12/22 〜 12/24 54,000

震災ボランティア 平成 29 年度震災ボランティア 10/26 〜 10/29 36,000

小　計 4,659,000

交付団体名 文化系サークル補助金 補助対象期間 支出金額

文芸部 部誌、企画冊子発行 50,000

アビーロード音楽研究部 合同ライブ 50,000

アニメーション部 アニメーション作成 50,000

ジャズ研究会 研究会合宿 50,000

軽音楽部 大学祭・文化祭ライブに向けて機材購入 50,000

写真部 卒業記念写真展 50,000

映画研究会 シネマ・デ・ポリス参加 50,000

アマチュア無線部 アマチュア無線家との交流 50,000

小　計 400,000

補助金支出合計 5,059,000

キ ャ ン パ ス カ レ ン ダ ー

1 日（日） 入学式

2 日（月） 春学期ガイダンス・
オリエンテーション（〜 4/5）

6 日（金） 春学期授業（〜 8/6）

6 日（日） 開学記念日

12 日（土） オープンキャンパス

22 日（金） 大学祭（〜 6/25）

24 日（日） オープンキャンパス
（大学祭同時開催）

24 日（火） 春学期補講日（〜 7/25）

5 日（日） オープンキャンパス

7 日（火） 夏期休業（〜 9/18）

1 日（土） 春学期卒業発表

10 日（月） 秋学期集中講義（〜 9/15）

19 日（水） 秋学期ガイダンス・
オリエンテーション（〜 9/20）

21 日（金） 秋学期授業（〜 2/4）

22 日（土） 春学期卒業証書・学位記授与式

29 日（土） オープンキャンパス

5 日（金） スペシャルデイズ（〜 10/7）

20 日（土） 課外活動・アクションプログラム
特別推薦入学試験 10 月日程

24 日（土） 推薦・特別入学試験（〜 11/25）
自己推薦特別入学試験 A 日程
課外活動推薦特別入学試験 A 日程

（〜 11/25）

15 日（土） 自己推薦特別入学試験 B 日程
課外活動推薦特別入学試験 B 日程

23 日（日） 冬期休業（〜 1/4）

19 日（土） 大学入試センター試験（〜 1/20）

22 日（火） 秋学期補講日（〜 1/24）

5 日（火） 一般入学試験（A 日程）

1 日（金） 秋学期卒業発表

6 日（水） 一般入学試験（B 日程）

9 日（土） 自己推薦特別入学試験 C 日程
課外活動推薦特別入学試験 C 日程

21 日（木） 秋学期卒業証書・学位記授与式

23 日（土） オープンキャンパス

27 日（水） 自己推薦特別入学試験 D 日程
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平成30年度　札幌大学保護者懇談会

開催地 実施会場 開催月日

札　幌 札幌大学 6／ 2（土）

北　見 ホテルロイヤル北見 9／ 1（土）

旭　川 アートホテル旭川 9／ 2（日）

釧　路 ホテルクラウンヒルズ釧路 9／ 8（土）

帯　広 ホテルグランテラス帯広 9／ 9（日）

札　幌 札幌大学 9／15（土）

青　森 ホテル JAL シティ青森 9／23（日）

函　館 フォーポイントバイシェラトン函館 9／24（月・祝）

苫小牧 グランドホテルニュー王子 9／30（日）

　保護者懇談会は、学生の就職状況、修学状況、学生生活等についてご説明することにより、

大学へのご理解を深めていただくことを目的に、札幌会場をはじめ、道内７会場及び青森に

おいて開催いたします。

　改めて開催案内をお送りいたしますので、大学における様々な施策・活動へのご理解をい

ただくため、是非ともご出席くださいますようよろしくお願いいたします。

震
災
ボ
ラ
ン
ティ
ア

と
し
て
熊
本
を
訪
問
！！

札幌大学創立50周年
記念式典・祝賀会へ出席

代
表
3
名
が
被
災
地
で
学
ん
だ

「
減
災
」
や
、
体
験
し
た
支
援

活
動
の
数
々
を
レ
ポ
ー
ト
！

ロシア語専攻1年

齊藤　澪音 さん

被害にあった民家の様子

崩壊した熊本城

減災について熊本学園大学高林先生の講義を受ける

木山仮設団地でハロウィンパーティの運営手伝い

札大の手厚いサポートに、来日1日目から、安心してぐっすり眠れました
入
国
手
続
き
か
ら
生
活
全
般
の
面
倒
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
頃
か
ら
日
本
語
の
勉
強
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
大
慶
師
範
学
院
へ
進
学
し
た
の
を

機
に
、
本
格
的
に
日
本
語
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
日
本
語
を
学
ぶ
う
ち
に
、
ア
ニ
メ
や
漫

画
な
ど
日
本
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
に
目
ざ
め
、

日
本
へ
の
興
味
や
関
心
が一層
高
ま
り
ま
し
た
。

大
学
に
日
本
人
の
先
生
が
い
ら
し
て
、
札
幌
大

学
への
留
学
を
勧
め
ら
れ
た
の
が
来
日
の
き
っ
か

け
で
す
。
初
め
て
の
留
学
、
初
め
て
の
日
本
に
対

し
て
不
安
を
抱
い
て
い
ま
し
た
が
札
幌
大
学
の

職
員
の
方
が
、
千
歳
空
港
ま
で
迎
え
に
来
て
く

だ
さ
り
、
入
国
の
手
続
き
か
ら
住
居
の
手
配
、

資
金
面
の
こ
と
な
ど
、
生
活
全
般
の
面
倒
を
見

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
日
一日
目
は
眠
れ
な
い

も
の
と
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
が
、
至
れ
り
尽
く
せ

り
の
対
応
に
、
安
心
し
て
ぐ
っ
す
り
眠
れ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
な
ど
、
施
設
・
設
備
が
充
実

し
た
札
大
の
学
び
は
快
適
で
す
。

　

札
幌
大
学
で
の
学
び
は
快
適
で
、
大
変
充
実

し
て
い
ま
す
。
先
生
た
ち
は
優
し
く
、
授
業
内

容
も
座
学
ば
か
り
で
な
く
、
学
外
に
飛
び
出
し

て
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
な
ど
、
楽
し
み
な
が

ら
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
・
設
備

の
充
実
ぶ
り
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
特
に
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ

Ｃ
（
札
幌
大
学
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
セ

ン
タ
ー
）
は
、
困
っ
た
こ
と
や
悩
み
な
ど
な
ん
で

も
相
談
で
き
る
場
所
で
あ
り
、
心
か
ら
安
ら
げ

る
空
間
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
留
学
生
の
私
た
ち

に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
空
間
で
す
。
ゼ
ミ
に

参
加
し
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
し
た
り
と
、
日
本
で

の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
は
卒
論
の
作
成
に
打
ち
込
む
毎
日
で

す
。
こ
う
し
た
学
習
を
通
し
、
将
来
は
翻
訳
家

に
な
っ
て
、
日
本
と
中
国
の
架
け
橋
に
な
り
た
い

と
思
って
い
ま
す
。

　

札
幌
大
学
で
は
留
学
生
に
対
す
る
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
が
あ
る
の
で
、
中
国
の
後
輩
た
ち
に
自
信

を
持
って
勧
め
た
い
で
す
ね
。

留学生
紹　介

日本語・日本文化専攻4年
（中華人民共和国出身）

李　嘉晨（り　かしん）さん

卒業式

オープンキャンパス

オープンキャンパス

入学式

札幌大学後援会だより（1）第50号 2018年3月31日 札幌大学後援会だより 第50号（4）2018年3月31日


